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はじめに
　rメソデル家12人兄弟館の書」の緯介・解説の次回でg完結を期し，先を急
ぐことにする。前回に引き続いて，第2巻，索引番号181．から250Y．までを
取り上げる。
　241。以降になるといづれの図も入所職人の半身肖像画が主となり，作業や用
具，器械など当時の技術の動態を示す描写は殆んど見られなくなる。従って技
術史資料としては著しく貧弱になってしまった。犬変に残念なことと恩う。
1．　「メンデル家12人兄弟館の書」
181．製本職人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊g．112
　製本職人のHamB　Mercke1は1685年1月2蝸，70歳の時入所。温和杜小
柄た人物であった。やがて心身ともに老いぽれ，子供のようになってしまい，・
亦甚だしく物忘れするようになり，患い寝込むようになった。そして間もたく
死去した。1690年7月5日の土曜日のことである。636番目の兄弟である。
　今彼は石積み壁，板張り床の仕事部屋，ブッチェソガラスの入った明るい窓
際で，真ん中に引き出しのある温かみを感じさせる田舎風の粗野な机を前にL
四本脚の椅子に座して作業中である。刷り上った用紙を折り，角製のへらで丁
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168 早稲田商学第343号
　　　　　　　Fig．112製本職人
（Amb．317b．2。，Bd　II－3，i81，Stadtbibliothek　Nbg．）
寧に折り目をつけているところである。
　机面上左端には刷り上った用紙がきちんと積み重ねられており，右端にはい
つでも製本に取り掛かれるように折り上げ側面をそろへた用紙が，これ亦きち
んと積み上げてある。この用紙を枠に入れて圧力を加えてしっかりと押えて上，
下，側面を切りそろえたり，綴じ合わせたりするのである。
　彼の背後の壁際のベンチには，豪牽に飾り立てられている表紙や背表紙で製
本された大型の書籍が横たえてある。何れも彼の製品である。彼は四角い幅広
のリネソの飾り衿のついた館の制服にヱプロソを着用してい乱
　181Y．　ビール醸造職人
　40年間に亘って白ビールの醸造に従薯していた職人Konrad　Haussnerは
1685年8月14日，73歳の時入所。彼は謹れにもやさしく且つ威厳をそなえた人
物であった。館には僅かの期間居住しただけで，1685年11月29目死去した。
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637番目の兄弟である。
　酒焼けしたのであろう，赤ら顔の彼は四角い幅広のリネンの飾り衿りの館の
制服を着ている。左手には錫製蓋付ジョッキ，右手にはピールを一杯に注いだ
ガラスのコップを持っている。ビールは彼が仕込んだもので，試飲Lていると
ころと思われる。白ピールとは表面発酵のピーノレで炭酸分の多いビーノレであ
る。
　182．鋼細工人
　銅細工人のHannB　Dδrrenbergerは1687年1月24目，54歳の時入所した。
しかし聞もなく彼に再婚の話が出て，幸いなことにまとまったので僅か10週間
程在所しただげであった。638番員の兄弟である。
　リソク機構の輸を備えた石積みの鍛冶炉の前で，木台上の特殊な形の金床に
銅製犬型ジョッキの筒を挿し込み，その口縁都を叩き出し細工をしている。部
屋には叩き上げて完成した大き恋銅製バケツが置いてある。
　182v．刃物用柄材作り　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．113
　刃物の柄にする材料作りのPau1us　Albrechtは1687年4月19目，67歳の時
入所。1696年12月23目，76歳で死去した。639番目の兄弟。
　刃物の柄には木材や角が使用された。この他真録，稀れには錫のような金属
が使われた。しかし高貴な物には鹿の角，真珠貝，象牙や銀のようた高価な材
料が用いられた。
　彼は今犬きた美婁た象牙を作業台上に置き，目の細かい歯を張った弓形枠鋸
で，注文の大きさに切り分げようとしているところである。彼のようた刃物用
の柄の材料作りは，専ら柄の素材を寸法に応じて粗割りLたり，切り分げ，注
文者の刀剣装飾職人に供給するだけで加工したり細工したりすることはない。
ここにも手工業が極端に細分業化されている姿を見ることが出来る。
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　醐9，113刃物用柄材作り
（Ajnb，317b．2o，Bd　II＿3，182T．）
　184・財団理事者
　Komburgの顧間官であり，ニュルソベルグ市第三首席者で枢密顧間官並び
に当市傭兵部隊の隊長であるPau1AIbrecht（1635年5月19日生れ，1704年
9月1日没）は1687年4月15目，カルトイゼル街の「メソデル家12人兄弟館」
の理事老に任命された。そして1689年解任されるまでその任にあった。
　大きなラフ飾り衿をし，金メダルを下げた彼の羊皮紙に油彩で描かれた肖爆
画は，月桂環を棒げ，綜欄の葉を持った2人の天使に取り囲まれている。そし
てその像の上都を沢山の軍旗，トラソペヅト，大砲や銃の筒先そして楯が交差し
て飾り立てている。交差Lている軍旗の最上位の処に王冠と彼及び夫人の紋章
が描かれている。夫人Ama　Katharina（1634～1700）はCo1berg　L碓e1holz
家の出身である。
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　186．女子料理人　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿9，114
　女性料理人のApPol1onia　Enge1mairinは1688年4月30目，当館の料理人
に採用された。46歳で，Hersb㎜ckの出身である。1711年まで料理人として
勤めてくれた。彼女は独身者であったので退職後も引続き当館に居て，1720年
5月19目ここにて死去した。
　当館において男子料理人に代って女子料理人の絵が描かれるようになったの
は1554年以後の事である（（40；商学333号，P．303）。市松模様のタイルが張
られている17世紀の台所の様子は以前に比べると大変に清潔になってきたが，
平らたかまどの上面で火を燃やすことは少しも変っていない。かまどの上部の
煙出しフードの縁には兄弟達の個人用陶製ジ目ツキが伏せて並べてあり，その
柄はいづれもすべらたいよう亦握りやすいようにねじって作られている。かま
どに向きあった白壁の柵には底の浅いのや深い錫皿が幾枚もきちんと並べて立
てかけてあり，いかにもドイツ的た潔癖さを感じさせる。
　　固9，114女子料理人
（Amb－31τ2㍉Bd　II＿3，186）
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　彼女は今料理台の傍に置いてある銅製の桶から羽毛をむしり洗い調えた鶏を
布にくるんで取り出し，台上の敢手のついた長円形の真録製容器に移しかえて
いる。これからローストするのであろう。鋼製桶にはもう一羽の鶏がつつこん
である。扉の傍の壁にはスプーソ掛けに掛けた木製スプーソと塩を入れた小箱
が吊してある。
　彼女は農村から来た女性で大変真面目で，料理人という大変な仕事をよく勤
めたので，館は彼女のこの献身に報いる為，退職後も引続いて屠住し，館の修
道院で死去することを特に許した。
　彼女は当時流行のロココ調の服装に身を飾っている。自い長袖シャツをまく
り上げ，首には黒いネッカチーフをラブ・ノット（恋結び）に締め，胴の部分
には赤いコルセットをきりっと締め上げている。黄色の長い細かいプリーツス
カートをはき，水色の前掛けをしている。頭には鳥のくちぱし状の突出都のあ
る，そして刺繍飾りのある髪覆いをぴったりと被っている。髪が料理に入らな
いようにする為である。
　186Y．銅細工人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊g．115
　銅細工人のHanns　G㎞derは1688年7月12日，62歳の時入所。1692年4月
目死去した。640番目の兄弟である。
　作業台の上には，彼が打ち出した大きくて豪奉な銅製蓋付ジョッキ，両側と
蓋に敢手のある壼，鉄製のつるべのある，これ亦蓋付の底の広い鍋が並べてあ
る。いづれも美しい模様が打ち出されてい私物を煮たり，食べ物を入れたり
置いたりする銅の容器には料理の味を悪くしたり，銅から毒を得たりしないよ
うに錫メッキが施されている。
187麻布織工
麻布織りの職人Hanns　Georg　EpPeltは1688年11月11日，73歳の時入所。
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　　　Fig．115銅細工人
（Amb．317b．2。，Bd　II＿3．1867．）
そLて1692年4月10目，肺結核の為死去した。77歳と3ケ月であっれ641番
目の兄弟である。
　細くて薄い頭髪を素末なキャップで覆ってる。痩せたいかにも疲れきった体
付である。
　麻織工は織工の中でも最も収入が低く，労働はきつかった。世間からは下級
職業人として軽蔑されていた。こんた事が彼を繕核患老にしてしまったと思え
る。彼は幅広のカラーの自いシャツを着て腕をまくり上げている。胸当てのあ
るひざまでのズボソに白い靴下をはき，スリッパ様の履物をはき，織機の綜統
板を踏んでいる。綜統板は2枚であるので，彼が今織っているのは平織りの布
であることが分る。この絵の織機は可成り正確に摘かれているので，織りの操
作がよく分る。
6？9
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　187▽．イギリス生地染色エ
　イギリス生地の染め工のHams　Schr…mは1689年2月6日，60歳の時入所
しむ642番目の職人であ私
　外側を煉瓦で築いた炉にかげてある染め釜から今ブルーに染め上げたイギリ
ス生地を，頑丈な木枠に取り付けてある滑車を通して引き上げている。そして
どんな工合に仕上ったか様子を見ながら更に滑車をころがして，染め液に通し
色を濃くLている。戸外には染め上った赤色の生地が乾かしてある。
　189・財団理泰者　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．116
　Hamendorfの領主のChrlstoph四世は1689年5月30日から1690年に至る
間，「メソデル家12人兄弟館」の理事者を務めた。彼は1634年4月3日に誕生，
1690年2月21目，56歳で逝去された。
　羊皮紙に油彩で描かれた肖像画は肩のところまで拡がる大きなラフ飾りをし，
　　Fi9，116財団理察着
（Amb．317b．2o，Bd工I＿3，189）
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テソ毛皮の総裏の豪牽なコートを羽織っている。コートは肩及び前嚢の都分を
外に大きく折り返し，ふさふさしたテソの毛皮をひけらかしている。胸元まで
　　　　　　　　カツラある豊かた毛髪の髭は，大き改鼻と意志の強そうたぐっと引き締めた唇，ギョ
ロット見詰める犬きな眼とよくマッチしていて堂々としたものである。肖像画
の左右には盾と槍を持ち兜をつけたローマ風の女神と鏡のついた飾り棒を肩に
して鏡を見詰めているローマ風衣服の女性が立っている。上都には正義の剣と
天秤を手にした審判者の女神が座し，下都には領主である彼の紋章が描かれて
いる。
　191．財団理事者
　ノィソホッフのCarl　Welserは1690年5月8目，カルトイゼル街の「メソ
デル家12人兄弟館」の理事者に市会から任命された。そLて解任された1696年
まで務めた。1635年4月27日生童れで，1697年1月24目逝去された。
　羊皮紙上に油彩で彼の肖録画と家紋が画かれている。肖像画の向って右には
十字架と灯火杯をささげ，キトソをまとい頭にスカーフを置いた女性，そして
左には火を点じたラソプと書籍を持ち片肌を露わにLてキトソを着た乙女が立
っている。家紋の上には宝石をちりぱめた王冠が金色に輝いている。彼の服装
は先きのChristoph四世（本稿189．）と全く同様である。
　193．織物仕上げ工
　織物仕上げ工のGθorg　Jacke1は1690年8月4日，77歳の時入砺。85歳の
1698年12月18日死去した。645番目の兄弟である。
　織り上った赤色の布を吊り下げ，その裏表の両面を同時にオニナベナ製の毛
羽立て用器具で毛羽立ててい乱布は仕上り寸前とみえて光沢がある。
193了．陶器工場の土こね工
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　陶器作業場で土こね人をしていたHans　Wemerは1692年4月5目，67歳
の時入所。そして1698年2月7目，18週問と2日問病床に伏しただげで死去し
た。73歳である。646番實の兄弟。
　館の制服の長袖コートの上に，長方形のリネソの衿飾りを出している。この
飾り衿の周辺には美事恋刺繍が施されているが，このような衿飾りは初出であ
る。コートの下に赤い色の下着を着て前掛けをしめている。陶器製作用の土に
水を加える為めの道具なのであろう長柄のひしゃくを手にしている。
　194．車大工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固9，117
　車大工のConradt　Heckhmanは1692年5月11日，63歳で入所。1694年11
月18目，65歳で死去。彼はニュル1■ベルク市民であった。647番目の兄弟であ
る。
　リネソ製の四角い衿飾りをつけた館の制服の上に胸当のある革製の長い前掛
　　　Fig．117車大工
（Amb．31孔。2。，Bd　II＿3，194）
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けを締めている。そして大きた刃の短柄の手斧で組上った小型の車輸を削って
いる。この車輸は一輸尊用のものではなく小さい荷車用のものらしい。一輸車
用のものならコシキが両側に具えられている筈だし，ヤも円錐形につけられて
いる筈がないからである。この尊輸が置いてある作業台には中央部分に溝があ
けられてあり，車輸を溝にはめて立たせて作業するのに都合よく工夫されてい
乱更に率輸を横にLて置いたときコシキが丁度入るようになっているとみえ
て，章輸が台面にぴったりと平らに置かれ，工作Lやすいようになっているの
が分る。このようた職人達の一寸とした］二夫がどんなに工作を容易にL，能率
を高めたことであろう。
　194v．屠殺人
　屠殺場に勤めている屠殺人のLorenz　Hu1tzは1692年5月14目，82歳の時
入所。そして1695年1月4日，85歳で死去した。彼は当市の市民であった。
648番目の兄弟である。
　彼は今手斧（この手斧はぱかに小さく描かれている）を肩にして，白牛の角
に縄をかけ引き出しているところである。白い前掛を腰廻りに巻き上げて締め
ている。さやに入ったナイフとナイフ砥のような小さい鉄片がこの前掛げの紐
にしぱりつけて下げられている。牛は屠殺場に引かれていくことを覚悟したよ
うにげわしい目付をしている。
　195．左官屋
　左官屋の工人K削Iim　Bit軸鮒遇触gは1692年11月221ヨ，60歳と9ケ月の時
入所。そして1707年1月21日死妻L走。649蕃目の兄弟である。
　壁塗装用の太い刷毛をもち，葡服に前掛をした彼が石組みの室内に立ってい
る。刷毛には白い塗料がたっぷりと含まれている。窓外に足場を組んで外壁塗
装中の3階建の家屋が見える。2人の職人が熱心に仕事をしている。
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　195v．管理人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆118
Joham　Bemhard　Mayerhenは1693年2月5日，59歳の時館の管理人とし
て来所した。ノインホヅフのCar1We1sser殿が館の理事老であった時であ
る。
　　　　　　　　克ツラ　栗毛色の豊かな髭を被り，犬きな白い飾衿のついた長袖シャツを着，飾りポ
タンが沢山あるガウソを羽織っている。赤いテーブル掛けの机に寄りかかり，
右手を腰に当て気取ったポーズで立ち，左手は机上の黄色表紙で装丁した部厚
い書物に載せている。机上には其の他に羽根ペンが挿L込んであるイソク壷，
何か記してあるメモ用紙，書見台に載せた大きな部厚い冊子が見られる。これ
はどうやら帳簿らしい。そしてこれも黄色い表紙で装丁されているし，同じ様
な大きさであるから，彼が押さえている書物も亦管理している帳簿であるのか
も知れない。机の背後の戸榊こは飾り枠に入ったゼソマイ武機械時計とインク
　　　㎜9，118　管理人
（加nb．317b－2o，Bd　II＿3，195v．）
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G，V；冠型脱進機（V甘ge　esc劃pement〕
1写：三二端欝讐筆の爪（。1、。、）
T；衡子天府（foliotba1汕oe）
W；動力用重鍾
W；天騎周期調獲用重錘
　　　　　　固g．119
壷が並んでいる。この時計の文字盤はローマ数字で1から12まで印してあり，
針は時針1本だけである。
　ヨーロッバに初めて機械時計が出現したのは13世紀末（1277年と1300年の
間）と考えられている。それはヴァージ（冠型脱進機）を用いて重錘の落下エ
ネルギーを制御し，ゆっくりと規則的に，しかも間欠的に指針に伝える仕掛け
のものであった。
　機械時計は修遣院内での修道僧の毎日の重要な日課である定時祈藤を間違い
恋く執り行うという要望から創り出されたものであったので，当初から自動的
に鍾を鳴らす装置がついていた竈1時間毎のものや，ユ　⊥　且　1時間毎に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4’2’4’
時を報ずるものがあった。従って時計の針は時針のみで充分であった。分針が
つくようになるのは振子が発鯛されてからで，17世紀末である。
　錘りによる機械時計は犬型で持ち運びが出来ず，修道院の堂内の固定された
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場所か教会の塔，市庁舎の塔など，その設置場所は隈られていた。持ち運びが
出来る室内時計の出現は錘りに代ってゼンマイを駆動力に使用するようになっ
た15世紀中葉（1450年頃）以後の事であ乱室内時計は時計産業の中心地であ
ったニユルソベルクではヨーロッバのどの地方よりも速やかに広く普及した。
時計作りは当初は錠前工の片手間仕事であったが漸時専門職に代った。ニュル
ソベルクでは1565年，時計エギルドが結成されている。
　196、パソ屋
パソ屋のWolf　Sch雄erは1693年2月5目入所。60歳と6ケ月の時であっ
た。そして1698年1月20周，64歳と2ケ月の年齢で安らかに死去した。650番
目の兄弟である。
　彼は今焼き上ったライ麦の大きなパソ塊を手にしている。作業台にはライ麦
パンの塊の山と3ケずつ小形のパソが続いている棒状の白パソが置いてある。
背後のパソ焼き炉には煙出し穴が見える。
　1967・蹄鉄鍛冶屋
　蹄鉄鍛冶のHans　HeuBe1は1694年11月12目，57歳の時入所。1697年8月3
日，正午少し前，静かに息を引きとっれ60歳である。ニュルンベルク市民で
あっね651番目の兄弟。
　館の制般に革の犬きな前掛けを締め，金床上の鍛え上げた踊鉄を誇らしげに
示している。彼が手にしているハソマーは一端が二股にたっているが，ひづめ
に打ってある古い釘を抜く為のものである。窓に挿し込んである鉄棒に出来上
った踊鉄と手斧の刃先が吊してある。踊鉄鍛冶慶と言っても他の鍛冶仕事もL
ていた様子が伺える。蹄鉄のU字形に曲がっている両端部分と，中央部分にひ
っかけ爪が具えられているのが見られる。
　蹄鉄親方としては唯器用に細工が出来るだげでなく，がっしりとした信頼出
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来る仕事が行え，しっかりした判断力を持つことが要求された。このことは蹄
鉄親方に隈らず，すべての親方に求められていたことである。
　197．ビール店主
　ピール店主のWo雌Die屹は1695年1月19圓，62歳の時入所。1696年5月24
目，63歳で死去した。ニュルソベルク市民であった。652番目の兄弟である。
　銀髪の髭をした堂々とした顔付である。今館ρ制服に前掛をし，大きな蓋付
錫製ジョッキを片手にしてビールを配んでいるところである。
　197Y．食料品商人　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．120
　食料品を扱う小売商人のChristoph　Richterは1695年1月24日，59歳の時
入所。1712年12月13日の水曜日の夜中に死去した。76歳であった。ニュルソベ
ルク市民であり，死ぬ前の5年問館の風紀委員を務めていた。653番目の兄弟
である。
　銀髪の髭をし，鼻筋の通った高い鼻，大きな眼，きりっと結んだ口元，八の
字ひげの堂々とした顔付の人物である。長袖の館の制服に犬きな前掛を締め客
待ち顔で，陳列台を前に立っている。台上には縁を鉄板で張り保護してある犬
小種々た円筒形の容器が並んでいる。それぞれに豆，ナッツ，小麦粉，香料が
一杯に入れられている。容器の中には中央に仕切りがされているものもある・
これらの容器は桝も兼ねているのだ。M－II，63（商学335号，P．188）に示し
たように，すり切り棒を滑らして正確に容量を計るとき，桝容器の縁がすり滅
って不正にたら汰い様，鉄板が張ってあるのだ。桝一杯或いは半杯で売ること
があるのが図の容器の様子から分る。
　側壁の棚には錫ジョッキが並び亦何かを詰めてある細長い袋が東になって下
げられている。
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　　　　　　　　　　　　　Fig．120食料品商人
　　　　　　　　　　　（Amb．317b．2o，Bd　II＿3．1977．）
199・財団理事者
　Kirchensittenbachの支配者であるJoham　Car1はニュルソベルク市参事
会から任命されて「メンデノレ家12人兄弟館」の理事老となり，1697年1月4目
から1709年解任されるまでその任にあった。1653年生れで1709年11月12日に死
去された。
　豪華たラフ飾り衿をL，テソの毛皮の総裏のガウソを羽織っている。ブロソ
ドの房々とした髭をし，いかにも領主らしい気品ある顔付をLた彼の肖像画が
羊皮紙上油彩で画かれている。額縁の周辺を赤ビロードの布が敢りまき，頂部
に彼の紋章と夫人Maria　Helene（1657年生れ，1718年没），旧姓Hallerstein
のHallerの紋章が並べて描いてある。
200．車犬工
車犬工のWenzelaus　F廿cherは1697年4月12日，74歳の時入所。そして
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1707年5月15目の正午に非常に穏やかに死去した。ニュノレソベルク市民であ
る。654番目の兄弟。
　M－II，194（本稿P・176，聰＆117）と全く同一であるが，彼が手にしてい
る小輪は，どうやら一輸車用のものであるらしい。
　200v．コソパス作り
　コソバス（雨脚器）作りのGeorg　Hof㎞anは1697年4月22日，53歳の時
入所。1716年4月27日（月曜日）早朝5時に死去Lた。ニュルソベルク市民で
あった。655番目の兄弟。
　館の制服を着て，リネソの飾り衿をL，カールLたブロソドの髪を首重でた
れている。そしてコソパス組合員の紋章楯を手にLて立っている肖像画であ
る。
　201一留め針，ホック作り　　　　　　　　　　　　　　固g．121
　留め針（ピソ），ホック作りのWi1helmWagerぱユ697年8月4日，54歳の
時入所。そして1700年10月5日，肺結核で死去した。57歳であった。彼はニュ
ルソベルク市民であり，市防衛隊砲術下士官でもあった。656番圓の兄弟であ
る。
　面長で蒼白な顔付で，八の宇のロヒゲの先端をくるくると丸めている。沢山
の包みボタソのついた館の制般の長い上着を着ている。この上着の右側にはポ
ヶツトが切ってあり，切り口に沿って飾りの包みボタソがこれ亦沢山つけてあ
る。大変に粋た制服である。
　上着やスカートにボタソが多数使用されるように抵ったにも拘らず，小さい
頭都を持つ留め針（ピ＝■）は1700年迄は依然として衣服を留め合せるのに利用
されていた。
　彼が左手に持ち見せているのぱ彼が作ったピソを羊皮紙にきちょうめんに挿
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Fi9，121留め針，ホソク作り
（Amb．317b．2o，Bd　II＿3，201）
し並べたものなのである。沢山のピソが輝いている。そして右手には物指しと
商脚器を示しているが，これは彼の仕事が綿密なものであることを表すもので
ある。
　彼は市民防衛隊の砲術下士官であり砲術家で，戦の技術を心得ていたらしい。
彼の背後にそのことを示すように，砲架に乗っている真録製の大砲が描いてあ
る。
　2017．農夫
Ettens倣t（Weissenburg）から来た農夫Hans　Georg　Schmidtpeterは
1698年6月25目，57歳の蒔入所。館では風紀委員を務めた。そして1707年5月
9目永遠の眠りについた。657番目の兄弟である。
　頼のこけた顔付の彼が石積み壁の前に立っている。館の制服を着用し，首に
は黒いスカーフを結んでいる。右手に革の手袋を握り，左手の人指し指で背後
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の窓外を指し示している。窓外には人影の無い広々とひろがる畑地が見え，車
輸つきの犬きな牽（ゲルマソ牽，M－I，106，Fi＆109；商学312号，P．109）が
一台放置されている。馬の姿は見られないが2頭牽のもで，牽板（M－I，8；商
学305号，P．183）の向きを手許で変える為のレバーが2本付いている新式の
牽である。この窓外の図から彼の仕事が示されている。畑のはるかかなたにゼ
バルダス教会の尖塔が見える。
　202．荷造り人
荷造り人のH独s　Weberは！698年8月30目，73歳の時入所。そして1699年
2月6目に死去した。658番目の兄弟である。
　館の制服に，リネソの節り衿をした7分身の肖像画である。彼の職業を示す
為めに右手に荷造用締め棒（M－I，148マ，商学313号，P．238，固g．151）を持
たせている。亦うしろにしっかりと縄がけした包が1箇置いてあ乱
　20加・組み紐作り
　組み紐作りのHans　Joachim　Angererは1698年8月30目，63歳の時入所。
659番員の兄弟。
　この図も亦7分身の肖像画である。栗色の房々とした髪を長々と両側に下げ，
鳥の羽根を2本八の字型にはりつけたようなひげをつげた顔色の良い彼が，館
の制服の上にガウソを羽織って立っている。そして板に巻いた彼が製作した豪
葦な織り模様の組み紐を示している。
　203一走り使い
　フラソクフルトの護衛付馬車に従う走り使いのHans　Wackerは1698年9
月2目，69歳の時入所。1704年8月4日死去。660番目の兄弟。
　7分身の肖像画であるが，彼の職業を示す描写は不明である。強いてさがせ
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ぱ左手に持った革の手袋と，リポソ飾りのある大きたツバのついた帽子であろ
う。この帽子のツバの一部分，左側（リボソの結び目をうしろにして被ると考
える）の部分がそり返してある。これは護衛用の槍をかついだ時，邪魔になら
ない為である。
　2037．刃物鍛冶
　刃物鍛冶のConradt　Schmidtlerは1699年1月3目，71歳の時入所。そし
て1708年5月20目午前1時と2時の問に死去した。661番目の兄弟である。
　館の制服にリネソの飾り衿を着げ，ブロソドの髭をかぶった彼が握り易そう
た角製の柄をつけた肉切りナイフを手にしている。作業台上には同じ柄のつい
たもう一丁の肉切りナイフと肉塊挿し用フォーク（カーピソグナイフとカービ
ソグフォーク），そして革のサックに入った小球の柄をつげた2本の小さいナ
イフと空のサックが見られ乱この画も亦肖像画である。
　204．組み紐作り
組み紐作りのHans　Wagnerは1699年1月8目，63歳の時入所。1704年6
月13日死去。662番目の兄弟である。
　ブロソドの髭に館の制服，そしてリネソの飾り衿姿で，作業台上に自から製
作した幅4㎝程の赤地に白で美しい模様を織り込んだ組み紐をひろげている。
　204▽Iタソニソ韓職人
　タソニソ榛の駿人Herman　Neud0㎡erは1699年4月23目，67歳の時入所。
1710年9月26日死去した。ニュルソベルク市民であった。663番目の兄弟であ
る。
　館の制服にリネソの飾り衿をした全くの7分身肖像画である。函面の右上隅
に韓液用橘と，その上部に交差させた2本の毛削刀，そしてその交点に平滑棒
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を組合せた韓職人のシソボルが画かれている。このシンボルによって彼の職業
が示されているのである。平滑棒は擦し作業後水洗いした革を更にひろげ，こ
すって平滑にするための遭具である。
　205．旅亭主人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　郊外耕地にある旅館の主人であるHans　HoIzmanは1701年2月7日，57歳
の時入所。664番目の兄弟であ乱
　彼は館の制服の上に長袖のガウソの前をはだけて重ねている。この袖口は大
変に大きく折り返してあり，飾りを兼ねた包みボタソで留めてある。右手の掌
申に金属製の輸のようなものを掘んでいるが，これは一体何であろうか？　そ
してこれを左手の人差し指で差し示めしているところから見ると何か彼の職業
に関係あるものと思われるが，不明である。
　205マ・真鐵細工師
　真録細工師のReichardt　St㎝dthardtingerは1703年3月11目，μ歳の時
入所。1708年5月12目離婚。そして1709年6月2目死去した。665番目の兄弟
である。
　細かい模様を散らしてある赤いカーテソのある都屋で，館の制服にリネンの
飾り衿をLた彼が，自から製作した真鐙製飲み口を手にした肖像画であ私う
しろの壁面に真鑑製飲み口を上下3段に重ねて描いたワヅペソが見える。チョ
ビひげを蓄えた若々しい顔付の人物である。
　206・真録地金作り
　真録地金作りのGeorg　Paulus　Hainは1703年3月26日，72歳の時入所。
1706年6月13日死去した。666番目の兄弟である。
　熔解炉に投ずる真鐵原料の円板状鋼塊を右手に持って示している肖像画であ
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る。肩ごしに遺具の長柄のヤットコが見える。
　206v．織物仕上げ工
　織物仕上げ工のJacob　Hierlbachは1704年8月10日，64歳の時入所。17！7
年4月25日の目躍目午後2時早々に死去した。ニュルソベルク市民であった。
667番目の兄弟である。
　館の制服姿で右手を腰に当て，左手をナポレオソのように胸に差し込んだポ
ーズの肖像画である。背後の石積み壁に符2本を交差させその下にオニナベナ
製の毛羽立て器，そして周りをやしの葉で飾り，最上部に王冠を画いた織物仕
上げ工のシソボルが描かれている。
　207．コソパス鍛冶　　　　　　　　　　　　　　　　　醐g・122
　コソパス（両脚器）作りのJoseph　Ko1bは1705年3月1日，63歳の時入所。
そして1716年5月7目には館の風紀委員になった。ニュルソベルク市民で防衛
隊員として砲兵隊の砲術士であった。668番目の兄弟である。
　白いマフラーを締め黄色いチョッキ，そLて赤い嚢地の館の制服ガウソを着
用しその衿をはだげている。金ピカのポタソがガウンの両側のポケットや広く
折り返した袖口にも付いていてとても派手であ乱
　彼の左手には，尖端がドリル状の槍先になっていて，その下に一対の金色の
ヘビ（点火栓）があり，緑色の房飾りをつけた点火棒が支えられている。如何
にも得意気な顔付である。背後に緑に繭える土手があり，背の高い大きな編み
垣で作った遮蔽物が2枚ずつ2組立てられていて，その剛こ車輸のある大砲が
掘えられている。防衛陣であろう。
　彼の職業を示す徴動ネジ付コソパスを描いた赤い楯のワヅペソが画面左上隅
にある。コソバスの開いた足の問に魚が一匹描いてあるが，これは何の意味で
あろうか？　マス印のコソバスという商標なのであろうか，或いは彼は亦漁師
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　Fi9・122　コソバス鍛冶
（Amb．317b．2o，Bd　II＿3，207）
でもあったのだろうか。
　207∀。管理人
　ニュルンベルク市民のGeorg　Rochms　Homは1705年4月23日，K1rchen－
sittenbachの聡郷こして高貴な領主のJoham　Car1殿のところから，Johann
Car1殿がrメソデル家12人兄弟館」の理事者に在任中の時に，当館の管理人
とLて来所Lた。56歳の時である。そして1713年自から望んで退職Lた。
　板張りの壁と床の事務室にグリーソのテーブル掛げをした机があり，書写台
が据えてある。書写台には書きかけの帳簿がひろげられている。白いマフラー
を締め館の制服のガウソを着た彼が右手に記入してある伝稟らしいメモを持っ
て室の中央に立っている。彼の飾こは立派た首輸をした犬が口に鍵を沢山通し
た輸をくわえて彼を見上げている。彼のうしろには豪牽な犬きい陶製暖炉があ
る。左手の入口には上下別々に開くようにたっている扉が見える。
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　208．画家
　画家のJoham　Jacob　Gmd1ingは1705年8月30日，39歳の時入所。そして
2，3年問てんかんの病に苦しんだ後，1712年9月25日，日曜目，47歳で死去
した。彼は1637年から1685年までニュルソベルクの聖ロレソツ教会の牧師補を
務めたWolfga㎎Gmωi㎎の息子であつた。669番目の兄弟である。
　三本脚の画架に掛げたカソバスに向って，皿に盛った果笑を描いている。漉
絵具を置いたパレットは現代のものと全く同型で，左手の親指を穴に通して支
えてい孔絵筆を何本も持っている。亦支え棒も持ってい乱支え棒は描き了
えた都分に触れないようにして，更に加筆するとき手の支えにカソバスに渡す
棒である。
　油絵具は古くから使用されていたらしいが，本格的に便用されるようになっ
たのは15世紀フラソドルで技術的犬改良が行われ，ヴァソ・エイク兄剃こより
使用されてからである。
　208マ．陶工
　陶工（M－II，71．商学335号，P．199参照）のHanB　Wagnerは1706年8
月29目，56歳の時入所。1708年9月22目死去した。ニュノレンベルク市民であっ
た。670番目の兄弟である。
　フッチュンガラスの入った窓，緑色の大きなタイル製暖炉（KacheIofen）の
ある部屋で，白いシャツを腕まくりし，前掛けをした彼がロクロ上で壷を引き
上げている最申であ飢足でロクロを蹴っているが，この部分が欠落している
ので，どの向きに蹴っているのか分らない。
　209．靴屋
　靴屋のNiclaus　KepPe1tは1707年3月27目入所。彼は1639年6月16日の生
れで，ニュルソベルク市民である。静かな敬度なそして明敏な人物であった。
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1716年12月13目の目曜目に死去した。671番目の兄弟である。
　彼は館の制服のガウソにリネソの飾り衿をし，先端に靴木型のついた靴屋用
スケールを手に持ち自からの職業を示している。
　左隅上方には，歯車武迫車のあるひざ当てのついたハイフーソ（乗馬用長靴）
を描いたワッベソがある。大変に踵が高い。
　18世紀の男性の靴の踵は可成り高く，甲がふくらんだ靴が流行した。亦つま
先は角張っていた。丸くたるのば18世紀も半ぱ以降である。そして童だ左右の
区別は無かったという。
　20肘・刀剣鍛冶屋
　刀剣鍛冶のHamB　Seedererは1707年9月18日，65歳の時入所。そして1719
年1月30目死去した。ニュルソベノレク市民である。672番目の兄弟である。
　白いマフラをして館のガウンを羽織い，左手に自から鍛えたナイフを手にし
ている。背後の石積み壁に3本のナイフの刀身を三角形に組み合わせたワヅペ
ソが描かれている。
　210．バルヘソト織エ
　バルヘソト織工のMelchior　Freyは1708年6月2蝸，51歳の時入所。1711
年10月5日，月曜日午後4時，54歳で死去した。ニュルソベルク市民であっ
た。673番目の兄弟である。
　館の制服のガウソにリネソの飾り衿をし，左手をナポレオン風に懐に突っ込
んでいる7分身の肖像画である。石積壁に緯糸を巻いた秤を3本，3角形に並
べたワヅペソが描かれている。（バルヘソト織；繍と麻の交織布である）。
21伽．馬の世話係
馬の世話人のHanB　Michael　Nehebauerは1708年9月9日，72歳＊の時入
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所。1709年1月24日，木躍則こ死去した。ニュルソベルク市民である。674番
目の兄弟である。
非彼はレーゲンスブルクで1641年に生れているので入所年令は67歳の時であ乱72歳は
　書記の誤りである。
　彼は館の制服を着て，首に黒いマフラーを締めている。マフラーの雨端は黄
色の房で飾られていてよく目につく。今馬小屋から元気のよい白馬の轡を執っ
て引き出しているところである。
　211．流き刷毛作り
　硫き刷毛作り（M－I，138v．商学313号P．219参照），のRe直ry　Marxは
1708年9月2目入所した。その年齢は書記が書き損じたので不明である。1711
年1月16目死去した。ニュルソベルク市民である。675番目の兄弟である。
　白い々フラーを締め黄色の長衣を着，その上に制服のガウソを羽織り，銀の
握りのついたステヅキをついている。長衣にもガウソにも装飾を兼ねたボタソ
が沢山ついている。背後の壁に硫き刷毛を張りつげたワッペソが見える。これ
が彼の職業である。
　彼の人差し指が示す方に眼を移すと，戸外の野原に編み垣の大きな遮蔽物が
2枚立ち，その閻に車輸つき犬砲が一台掘えられている。そしてその傍に先端
が槍になっている点火棒が地面に突き立ててあり，ヘピにつけた火縄に火が点
じられているのが見える。彼は亦市民防衛隊の砲手の役を務めているのである。
　2117．　金告f乍り
　鈴作りのHamB　Kochは1709年3月3目入所。年齢不明。1710年5月10日
死去。ニュルソベルク市民である。676番目の兄弟。
　直径が7～8cm位の真録製鈴を手にLている犬柄な彼の7分身肖像画であ
る。壁にはバヅクルのついた，小鈴をいくつもつけた幅広の赤い飾りバソドが
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吊り下げてある。亦黒人女性の頭都を描いた絵が掛けてある。
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　212．組み紐作り
　組み紐作りのBa1thasar　Majoralは1709年4月28日入所。年齢不記。1717
年3月1目，月曜目の夜9時死去。ニュルンベルク市民であった。677番目の
兄弟である。
　自作の幅4c狐程の赤い牽麗な組み紐を手にした7分身の肖像画である。
　214．財団理事老
　Ha1lersteinのGeorg　Burckhard　Ha11erは1709年5月11目，ニュルンベ
ルク市参事会によってカルトイゼル通りにある「メソデル家12人兄弟館」の理
事者に選出された。そして1711年までその任にあった。彼は1658年10月31日の
生れで，1711年5月16日に逝去きれた。彼はニュルソベルク市の枢密院，控訴
院の総督であり，Hal1ersteinの太守でもある。
　銀髪の豪華な髭，大きな2重のラフ飾り衿，テソの毛皮を総裏につげ肩から
腕にかげてスラッシュが大きく入っているゆったりしたガウソを着ている。誠
に端正，優雅，知的な容貌の半身像である。肖像画の下都に彼Haller家と夫
人Helens　Maria（旧姓NemhofのWelser，1666年生れ1685年没）の結合
ワッペソが描かれている。
　亦左上隅にはキュピットが支えている絵板がある。絵板には餌をついぱんで
いる雛を襲う大ワシから，親鳥が雛を守るために羽をひろげて勇敢にも立ちは
だかっている絵が描かれている。これは親鳥の様に領民を常に危害から一身を
捨てて保護するすばらLい太守としての彼の姿を称えるものであろう。
215．大工職人
犬工職人のAdam　Holaschkiは1710年5月24目，88歳の時入所。1713年7
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月14目，金曜目のタ方死去した。678番目の兄弟である。
　白髪で弱々Lい顔付で，頼りなげな体付である。そうは言ってもさすがにが
っしりした手をしているのが見られる。彼の老境を示すように彼の着ている制
服のガウソの左脇下は傷んでおり，大きくつくろったあとがある。彼は細長い
刃物様のものを手にしているが，これは何の道具だろうか。
　215Y・女子料理人
　女性料埋人のMargarete　WagnerinはHa11ersteinのGeorg腕rckhard
Ha11er殿が当館の理事老として在任中の1710年8月18目，料理人として採用
され勤務することになった。そして1711年の聖燭祭即ち2月2日に．結婚し，勤
務を辞して隣のF血rth市に新屠を持った。
　台所の壁に設けられた3段の棚のうち上2段には大きな錫皿が整然と並べら
れて居り，下段には取手のついた壷がこれ亦整然と置いてある。その傍にはか
まどのフードが見える。棚の前，かまどの横の調理台の上の大きな陶器皿に剥
いたえびが何匹も置いてある。彼女はその前に立って今鴇の毛をむしって調理
にかかっているところである。
　若いくりくりした顔付で，髪の上に黒レースのネヅトをかぶっている。料理
に毛が入らぬ為とおしゃれの為である。首周りにゆったりと白いスカーフをし，
胸の都分でラブノットに結んでいる。そLて長袖の白いブラウスを着て嚢の多
い白いスカートをはいている。赤い生地の胸当（ディッキー）をしているがブ
ラウスにポタソで着脱出来るようになっている。袖はひじの処を紐でくくり袖
口をひろく開けている。ブラウスの楠口周りと胸当の腰周りの部分にはレース
飾りがしてあり，結鱈前の娘さんの牽かさを見せている。
216一靴屋
靴屋のGeorg　Langは1710年9月4目，67歳の時入所。1718年8月29目死
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去した。温和なキリスト教徒で，ニュノレソベルク布民であった。679番目の兄
弟である。
　彼の職業を示す採寸尺を手にした7分身の肖像画であ乱
　2167・刀剣鍛冶
　刀剣鍛冶のPaulus　OBwa1dは1711年1月30日，60歳の時入所。1722年10月
18日の目躍日に死去した。彼は議論好きの刀剣鍛冶組合員であり亦当館におい
ても教唆好きな人物であった。ニュルソベルク市民である。680番目の兄弟。
　白いマフラーを首に巻き館の劃服の上にガウンを着用してい私そして右手
に先端が槍になっている長い点火棒を持って立っている。画面右下隅に2組の
交差させた刀身とハソマーを描いた彼の職業を示すワッペソがある。彼は市民
防衛隊で砲手であった。逢か後方にブルグが見える。
　217．女子料理人　　　　　　　　　　　　　　　　　’硝g．123
　女子料理人のCatharina　Starckinは真録細工職人の未亡人である。ニュル
ソベルク市の枢密院顧問であり，Hal1ersteinの太守，そして同時にrメソデ
ル家12人兄弟館」の理事老の高貴た殿Georg　Burckhard　Hauerの所領から
1711年2月4日，当館に料理人としてやって来たのである。彼女は1673年の生
れである。
　　｝ナイ出　今狙板上の大きな鯉をナイブで料理しようとしている。髪が散り落ちないよ
う黒いレースのネットをかぶり，金のペソダソトを吊した赤珊瑚球のネックレ
スをしている。衿周りと袖口にレース飾りのある，そして白紐を稜にかげた胸
当（ディッキー）を付け白いブラウスを着用，赤いスカートをはき白い前掛げ
を締め，きりっとした顔付をして乱
218．仕立屋
ク01
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　　Fig．123女子料理人
（Amb．317b．γ，Bd　II＿3，217）
　仕立屋のAbraha㎜Nege1einは1711年10月15目，74歳の時入所。1712年1
月23目の土曜目午後一時に死去した。ニュルソベルク市民であり，敬慶たキリ
スト信老であった。681番目の兄弟である。
　今彼は物指を持ちながら，黒い艶のある絹の様な薄地の布を手に思案してい
る。仕事台にはラシャ鋏が，そして壁の釘には白い糸が何本も吊してある。
　219．馬丁，駆者
　馬丁であり馬車の駆老でもあるThomas　Ku他enは1712年2月5日，77歳
の時入所。そLて1715年12月19目の木曜日夜8時半死去した。ニュルソベルク
市民である。682番目の兄弟。
　館の制服を着て脚半をぴっちりと締め，Lっかりと鋲の打ってある踵の高い
靴を履いている。大きたツバのフェルト帽を小脇にかかえ，手に鞭と手袋を入
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れた袋を持ち崖の側に毅然とLて立ってい乱
　田舎の美しい風景の中，崖下の泥遺を四頭立の大きた幌の四輸馬車が進んで
いる。フェノレト帽を被った駆老が鞭をふりふり歩きながら駆している。幌の内
には赤い服の婦人達が乗っているのが見られる。彼女逢はコイフ或いは鳥毛飾
りの帽子を被っているらしい。
　220。樵
樵のGeorg　Zielerは新教ルーテル派の信者の故にWi1denstein家の統治
領であるob　der　Enns（エソス川上部）地方から老Hochade1殿の命令によ
って，1712年6月1蝸，遣放された。そして1712年7月23目，74歳の時入所し
てきたのである。1717年1月12日の午後3時半死去した。敬度で，もの静か，
温和な人物であった。
　白いマフラーを巻き館の制服のガウソを着用，踵のある頑丈そう在短靴をは
いて森の中を見廻ってい乱右脇に斧を抱えてい私森の中でシャツー枚にた
って斧を振るって木を切っている樵の姿が異時同図で描かれている。
　221．仕立屋
　仕立屋のAndreas　Bauerはオーストリア生れでHomの出身である。彼
は熱心な新教の信仰者であったので追放され，全財産を放棄せざるを得なかっ
た。そして1712年12月23日，70歳の時，当館に入所したのである。1716年3月
11目の水曜日早朝死去した。6瓢番目の兄弟である。
　館の制服を着て，右手にラシャ鋏，左手に巻き尺を手にし，大きな赤い生地
を抱えて作業机の傍に毅然として立っている。
22h　帳簿係
消火器販売店（der肋sche亙brandschen　Handlmg）の帳簿係であった
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Emst　Hirschは1713年7月21目，74歳の時入所。そして7月31目の月躍日に
修道院のベットに移されたが，問もなく8月3目の木曜日早朝ベットで死去し
ているのが発見された。685番目の兄弟である。
　消火器販売店の事務所の中央に赤いクロスを掛けた堂々とした机が置かれ，
その上にイソク入れや小物入れのある大きな書写台があり，帳簿がひろげられ
ている竈彼は優雅な美しい彫刻の背もたれのある四脚椅子に腰を下ろし，手馴
れた手つきでペソを持ち執務中である。部屋の床は市松模様のタイル張りで，
ブッチエソガラスの入った大きな窓は部屋を明るくしている。窓の扉には上下
に回転鍵がついている。
　222．鞄製造人
　鞄作りのAndreas　Selzamは1713年8月8目，75歳の時入所。同年8月20
目の土曜目の夜1時半に死去した。当館には10日程度の在所であった。ニュル
1■ベルク市民である。686番目の兄弟。
　痩せこげた顔付で仕事台に向っている。半月包丁を手に腰鞄（ポシェット）
を裁断しているところで，種々た形に切られた革が散らかっている。部屋の隅
には筒状に巻いた材料の革が立てかげてある。頭上の桿には出来上った腰鞄が
2箇と，この鞄用のパヅクルのついた帯革が2枚吊してある。
　222v、犬工職人
　大工の職人のGeorg　Bauerは1713年8月25目，63歳の時入所。しかし1714
年1月，自から退所を願い出て，市の枢密院から許可された。そしてあちこち
諸侯の処で仕事を得ていたが，やがて貧窮し施L物を得て生活するにいたった
らしい。ニュルソベルク市民であった。687番目の兄弟である。
　館の制服の上に革の前掛けをし，その上にガウソを羽織り，物指を手にLて
今彼が建てている家を披露している。骨格が組み上った2階建の家の屋根には
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祝い束が立っているのが見られる。
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　223．革韓し工，’管理人
　赤鞍し工であり当館の管理人を務めたMichael　R6tzelは1713年10月1日，
62歳の時入所。そして1725年4月23目の夕刻74歳で死去し㍍ニュルソベルク
市民である。’彼は，名門の出身ですぐれた法律家で賢人，そして尊敬すべき
KirchensittenbachのGustov　Georg　Tetze1殿の所領からやって来た。そ
れは丁度Gustov　Georg　Te協1殿が館の理事長の任にあった時である。
Gustov　Georg　Tetze1殿がその任にあったのは1711年らか1725年迄である。
そして1728年8月7目死去された。この館の蕃には彼の肖像も紋章もない。
　Michael　Rδtzelは館の制服の長衣を着て細身の半ズポソ，ぴっちりLた靴
下をし，踵の高い飾り金具のついた靴を履いて部屋の中央に鍵束を手にして気
取って立っている。背後には斜面書写台の載った執務机と天井まで届く陶製暖
炉がある。開けてある扉からは館の別棟が見える。
　223v．女子料理人
　女性料理人のMaria　Dorothea　M剛1erinはKirchensittenbachの尊敬す
べきGusto▽Georg　Tetze1殴が当館の理事着の任にあった時の1714年，当
館の料理人になつた。42歳の時である。彼女は仕立屋Stefan　M廿nerの娘で，
童だ独身であった。そして1723年6月14日，Laufのビール醸造屋のJohan
Ulrich　Ha董nerと繕婚するまで料理人を務めた。
　白い長袖シャツに赤い三角形の胸当（ディッキー）のついた黒いジャソパー
スカートを着げ，白い前掛けをしている。腰には沢山の鍵束を下げ，白いマフ
ラーをラブノットに結び，黒いレースのしゃれたネットを被っている。ネット
の上部には犬きな蝶結びの飾りがついてる。
　平炉のかまどに火が燃え盛り，その傍にスープを入れた壷が置いてある。そ
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して錫の皿が多数並べてあり，今彼女は壷から皿へ金属製の大きなスプーンで
スープを採り分けている。調理部屋の周りの棚には沢山のジョヅキや壼が並ん
でいる。その中に粉砕周の真録の鉢が一箇ある。壁繭には浅い平鍋と深鍋が吊
るされているo
　224　絹織物工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g－124
　絹織物工のCaspar　Rδschは1714年6月11目，67歳の時入所。1717年2月
5目死去した。ニュルソベルク市民である。688番目の兄弟。
　犬きく開いた窓際に織機が置かれていて，それに腰を下ろして織っている。
この織機は踏板が綜統の数に合わせて沢山あり，複雑な模様が織り出せるよう
に作られている（我が国の高織と同じ様である）。彼は今模様の色に合わせて
色糸の秤を持ち，秤みちに通して奉やかな模様を織り出しているところであ
る。従来あった織物は何れも平織用の簡単なものであった。このように複雑な
　　Fi9．1泌　絹織物工
（Amb．317b，2o，Bd　II＿3，224）
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織りが可能な織機の図はこの本の中では初めてである。
　織機の傍の箱の中には彼が織り上げたのであろう色とりどりの模様が織られ
た布が入れてある。窓には絹糸を巻いたポピソが一箇吊り下げてある。
　224v．貴金属細工人
　貴金属細工人のAlbr㏄ht　PauIiは1716年2月3目，58歳の時入所。1720年
10月6日死去した。ニュルンベルク市民である。689番圓の兄弟である。
　立派な背もたれのある四脚椅子に腰を下ろし，どっしりした机の上に並べた
彼の作品の一つ，細かい細工を施した金縁銀製のバックルを指差している。他
に銀の蓋付き塩入れ，金縁のついた銀のコップが豪牽に輝いている。
　225．砂糖菓子作り　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆125
　砂糖菓子職人のJoham　Georg　Fuchsは17ユ6年3月30日，68歳の時入所。
3同問程在所したのみで1716年4月1目の水曜目午後死去した。彼はニュルソ
ベルク市民で，690番目の兄弟である。
　疲れ切ったような険しい顔付の彼が背もたれのある椅子に座して，がっしり
した机に向い菓子作りに励んでいる。ひし形，花形，丸形などに型抜きしたピ
ろケヅト生地に，色とりどりのメレソゲ（卵白に砂糖を加えてねったもの）で
飾ったヨーチビスケットやファソシーピスケットが置かれている。机の傍に小
型の円筒炉があり火が赤々と燃えさかり，吊してある丸底銅製鍋を加熱してい
る。砂糖汁を煮つめているのだろうか，煙が少々上っている。彼の右手許に桶
が置かれ，その中に円錐筒形の容器を挿L込んでいる。陶製か或いは金属製ら
しい。同様の容器が机の中央にも見られる。この容器は恐らく精製した砂糖を
注いで繕晶化させ圃めるためのものであろう。砂糖は円錘形に固めて市販され
ていた（M－I，150．，商学313号，P．240；商学324号，C3，P．281参照）。砂糖
製造職人はしぼらくの間この容轟を結晶室に静置して繕晶化を進め，それから
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　F屯。125砂繕菓子作り
（Amb．317b．2o，Bd　II＿3，225）
逆さまにして容器中に溜っている非結晶のシロップを桶に出す。次いで砂糖塊
をこの型から取り出L乾燥させて出荷するのである。さてこのシロップは菓子
製造に必要汰原料たのである。この砂繕シロヅプと油脂でクリームをつくり，
これに小麦粉（ヨーチビスケットのようなハードピスケットの場合は強力粉，
ソフトピスケヅトの時は薄力粉を用いる）を混ぜてピスケット生地を造るので
ある。彼は今手許の桶に円錐形容器から生地造り用のシロップを溜めていると
ころなのかも知れない。
　イソドを原産とするサトウキビが中東地域に伝えられ裁培されるようになっ
たのは紀元前300年頃で，8世紀に入るとイベリア半島にイスラム教徒にょっ
て砂糖がひろめられたと言う。更にヨーロッパに砂糖が移入されるようになっ
たのは12世紀（1148年頃）十字軍の帰還兵によってであった。砂糖は甘味料と
してだけでたく，果実の砂糖漬のように保存料として亦医薬品，栄養料として
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種々に利用された。砂糖や砂糖蘂子は犬変に貴重であり御馳走で，上級杜会で
は新年の贈り物として互いに贈る習慣があったという。しかL18世紀になると，
大都分の人々が入手尚来るようになり，もはやぜいたく品ではなくなった。
　225v．旅亭の亭主
　inner　Laufergasse通りの旅亭，赤い風見鶏の主人Abr出am　Beckは
1716年5月11目，48歳の時入所Lた。Lかし1718年5月12目，自から退所を願
い出て，1718年5月13日退所するにいたった。彼はニュルソベルク市民であ
る。691番目の兄弟である。
　館の制服の上に前掛を締め，今客の為めにガラス製ワイソグラスに蓋付錫製
ジョッキから赤ワイソをなみなみと注いでいる。
　imer　Laufergasseはニュル：■ベルク市北西部にあるLaufersch1ag門か
ら始まり，市の中心に向う通りである。聖ゼバルダス教会に通ずるTheresien
通りに続いており，途中にEgidin広場，市図書館，Theresien広場がある。
　226．財団理事老
趾ttenburgのEschenbach出身のHieronymus　Wi1helm　Ebner殿は
1725年4月19目，「メソデル家12人兄弟館」の理事者に任命された。そして1744
年解任されるまでその任にあった。1673年7月22日生れで1752年1月26日，高
貴た市参事会員として死去された。当市の枢密院顧間官であり控訴院に所属し
ていた。亦神学校の校長も兼ねていた。
　銀髪の堂々とした髭をつけ，2重の犬き注ラフ飾り衿，テソの毛皮を総裏に
Lた豪華たガウソを羽織り，金鎖を掛け立派な勲章を吊している油彩の肖像画
である。額縁の最上部に宝冠を載せ，その下に彼Ebnerの紋章がある。その
紋章を囲む様にして，彼の第一夫人Mar1a　Magdelene，旧姓SエmmeIsdo㎡
のTucher（1673年生，1701年没），第二夫人Anna　Katharine，旧姓Nemhof
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？09
204　　　　　　　　　　　　早稲囲商学第343号
のWe1ser（1680年生，1715年没），第三夫人Maria　Jakobine，旧姓S血ders・
b立hlのNδtze1（1699年生，1779年没）の紋章がある。
　227．大工
　大工のJoham　Georg　Schwehrは17王6年6月20目，66歳の時入所。ニュ
ルソペルク市民である。992番目の兄弟だった。
　彼は入所後館の兄弟達とうまくやって行くことが出来なかった。そして段々
いらいらし，口うるさい人物になっていったので，自から退所を願いでた。そ
こで1720年5月27目彼の退所を許可する旨が公布されね
　図は館の割服を着て物指，曲尺，コソバスを両剥こして立っている肖像であ
る。
　このところ入所後間もなく退所を願い鵠す者が目立つ。館の待遇が悪いこと
によるとは思えない。館の規律が厳し過るのであろうか。或いは元来自由な気
風に染っている職人達にとっては，どんなに緩い規則であっても窮屈なのかも
知れない。亦多部門の職業人の集まりであるので彼Schwehrのように人間関
係が難かしいという事も考えられる。
　227孔　織物職人
　織物職人のB航ho1omaus　K6pgenは1717年1月5目，57歳の時入所。
1742年1月23日死去した。693番目の兄弟である。
　豪牽な彫刻のなされている背もたれ椅子に腰を下ろし，これ亦飾り彫刻のな
されている脚のどっしりした机に向っている。机上には彼の職業を示す飛び秤
とおになべなの毛羽立て器が置いてある。その傍に真珠玉をちりぱめた金の王
冠があるが何の意味であろうか。ひょっとしたら彼の腕の優秀さを賞している
のかも知れないo
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　228．製粉屋
粉屋のWo1妖0fenm剛erは1717年1月18目，78歳の時入所Lれそして
1728年8月6目，89歳で死去した。彼はob　d・Enns（エンス川上部）地方の
出身で敬度な新教徒であつたので，1715年12月23目，領主Aeltem　Hoch
Ade1の命により追放された。そして当館に来たのである。当初は特殊会員の
扱いであったが，1717年に正規の兄弟にたったgである。
　館の制服を着け慶の高い靴を履き背もたれのある椅子に座している。そのう
しろには製粉装置用の大きな掬寧が立てかげてある。そLて彼は歯車や装置を
修理，調製する為の小型の手斧を手にしている。
　2287．肉屋
　肉屋のBalthasar　Mδ1tlerは1717年3月2日，77歳の時入所。1719年4月
5目午後4時死去した。ニュルソベノレク市民で敬震で物静かな人物であっれ
695番目の兄弟である。
　館の制服を着た彼は今夕食前の早い一杯をやっているところで，錫のジョッ
キからガラスのコップにピールを淀みなみと注いでい乱もうほんのりと赤い
顔をしていて上機嫌の呈である鉋図には彼が肉屋であることを示すものは何も
描かれていない。
229．靴屋　　　　　　　　　　　　　晦・126
　靴屋のJoachim　Friedrich　Kau伍mamは1717年5月22目，54歳の時入所。
ニュルソベルク市民である。入所後無用な言い争いをし，館に居られたくなり，
むしゃくしゃLて勝手に館から脱げ出て館の管理老から6日間の鉄鎖の処罰を
命ぜられたりLた。そして1722年4月28日遂に館から追放されるにいたった。
696番目の兄弟である。
　館の制服を着用し踵の高い爪先が厚く反りかえっている靴をはいている。そ
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　　　Fig・126靴屋
（Amb．317b．γ，Bd　II＿3，229）
して自製の長靴を誇らしげに手に持って示している。犬きな膝当のついたハイ
ブーツ（乗馬用長靴）で，膝当の上縁は金糸で縁どりされて居り，覆いの部分
には白い小鳥と花があたかも刺繍細工のように華やかに描いてある。彼が今履
いているのと同様に，その踵は大変に高く，爪先は厚くそして反りかえってい
る。歯車型の捕率がつけられていて誠に豪華な長靴である。
　229平．桶屋
　桶屋のMarx　Georgは1717年5月4日，79歳の時入所。1724年12月12目午
前6時死去しれニュルソベルク市民であ乱697番目の兄軌
　館の制服に幅の広い大きな皮の前掛けを締めている。赤革の細身のパソドを
しゃれて斜に締めている。このバソドには金色の握り柄で，毛皮で覆った鞘に
入った豪華なナイフが下がっている。このナイフには更に皮の鞘に入った小さ
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いナイフが重ねてつげてある。右手には彫刻を施してあるタガの締め木，左手
にはコンパスを持って悠然として立っている。
　彼の職業名はSchwarzb肚tnerである。文字通り訳せぱ黒桶作りというこ
とになるが，黒桶とは何なのか分らない。樫のように白身の堅い上等た材でな
く，赤身の柔かい余り上等でない材で作った比較的安価な桶のことたのであろ
うか。或いはワイソとかピール樽や桶のようにその容量が定格で市当局や公的
な機関の厳正な検査を得なけれぽならない橘でなく，検査の必要のない桶や樽
のことであろうか。桶の表面に防水，防腐の為めにピッチのようなものを塗り
込めたものの事なのであろうか。御教示頂げれぱ幸いであ乱
　230．靴屋
　靴屋のJohan　Georg　G測1は1718年5月16目，73歳の時入所。1720年7月
12目の早朝4時45分死去Lね敬度，温和な人物で，ニュルンベルク市民であ
った。698番目の兄弟である。
　背もたれ椅子に，足型用尺度を手にして座し，膝に白色箪で作ったしゃれた
婦人用の靴を置いている。高い匿である。彼が履いている靴も同じ様に麗が高
い。金具の飾りが光っている。
　2307．食料品商人
　食料品店を営むStevh㎝K皿0rrは1718年9月19目，62歳の時入所。1722
年2月17日，火曜目死去しね畠ユルソベルク市民であった。699番目の兄弟
である。
　M－II，197▼．（本稿P－181）と同様の図である。館の制服に前掛を締め，種
々な穀物や粉の入った桝型容器が並んでいる台の前に立ち，今計ったぱかりの
穀物の入った小型桝容器を手にしている鉋背後の棚には錫製ジョッキが並び，
細長い棒状の詰め物らしいものが束になって下っている。
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　231、印刷出版業老
　印刷出版業者のJoham　Kδchingは1719年4月26目，71歳の時入所。1722
年2月2目死去した。700番目の兄弟である。
　館の制服の上にガウソを羽織り，白手袋を持って昂然とLた姿で立ってい
る。当時印刷業者，出版業老は上級た杜会人として，知識人とLて高い誇りを
持っていたのである。傍のテーブル上の，彼が印刷して作り上げた大版のイエ
ス伝の書物を自慢気に示している。
　左上隅には火を噴く竜を戴いた金色に輝く見事なワッペソが描かれてる。
　2317．ブリキ職人　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．127
　ブリキ職人のJohann　Heinrich　Schmidは1719年7月17日，77歳で入所。
1723年12月28日死去Lた。ニュルソベルク市民で，大の酒好きでよく酩酊して
　　Fig．127　プリキ屋
（Amb．317b－2o，Bd　II－3．2317）
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いた。701番目の兄弟。
　館の制服にコートを羽織り，皮の手袋をはめフェルト帽を小脇にかかえて，
作業台の前に立ってい乱ほんのり赤い顔をして御機嫌の星である。
　作業台上にはブリキ板を平らに伸ばす為の小型のローラ圧延機が置いてあ
る。ローラ機には鉄の枠の聞に上下に大小2本の四一ラが据えてあり，上部の
小さいローラはパネで犬きいローラに圧しつけられている。大きいローラには
ハソドルがあり，これを回転しながら薄金属板を挿し込み，平らに引き伸ぱす
のである。
　232．靴屋
　靴屋のJoham　Marxは1720年7月19日，73歳の時入所。1722年4月2日
木曜目の晩死去した。ニュルソベルク市民である。702番目の兄弟である。
　靴用足型尺度を手にした全身立像の肖像画である。
　232v、バン屋
　パソ農のJoham　Kr註merは1720年8月5目，70歳の時入所。1721年4月
1畑，丁度復活祭の第2祝目（月曜日）の臼の夕刻死去した。ニュルソベルク
市民であった。703番目の兄弟である。
　裂けるほどによく焼けて大きくふくらんでいる中型のパソと，ライ麦のパン
塊が重ねて並べてある台の前に，中型バソを手に笑んで立っている肖像画であ
る。
　233．コンバス（両脚器）作り
　コソパス作りのLe㎝hard　W肚schingは1720年10月17日，66歳の時入所。
1727年1月20目，見張り塔の上で死去した。704番目の兄弟。
　自から製作した徴動ネジ付両騨器を手にした全身像の肖像画である。彼は二
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ユルソベルク市民であった。
　233平・袋物・財布作り　　　　　　　　　　　　　　　Fig．128
　袋物・財布作りの親方のWo1並gang　F1intschは1721年4月22目，49歳の
時入所。彼は独身で，ニュルソベルク帝民であ乱往時はユグノー派の新教徒
であった。705番目の兄弟である。
　緑色のテーブルクロスで覆われている机の傍で自作のガマロ金具をつけた大
きな豪華な財布を誇示している。3個の小銭，小物入れの小袋が付いており，
緑や赤の宝石をちりばめた飾り紐が何本も下がっているそれは見事なものであ
る。壁面には革製のこれまた大きなガマロ付き財布が下げてある。この財布の
表面には王冠の下に双頭の鷲が月桂樹に囲まれている図柄が浮き出してつけら
れている。
　Fig．128袋物・財布作り
（A血〕b－317b－2o，Bd　II－3，233v．）
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　　　Fig．129製本屋
（Amb．317b．2。，Bd　II－3，234）
　234　製本屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固＆129
　製本職人のHeinrich　Treuは1722年2月20目，60歳の時入所。1733年5月
24日，71歳で死去した。館の風紀委員を務めれニュルソベルク市民であ乱
706番目の兄弟。
　大きく開いた窓に沿って引出しのある作業台が備えられている。製本屋の仕
事部屋は明るくなげればならないのである。図は作業台の傍に館の制服を着げ
て立つ，彼の全身像肖像画である。
　作業台の上には，丁合いの済んだ印刷冊子を積み重ねたかがり台があり，作
業台の下にはかがり終えてプレス枠に入った，あとは表紙の装丁を待つぱかり
の3冊の冊子本と円板状刃を備えた裁断鉋が置かれている。
　製本の作業は，先づ目］刷された刷り紙をぺ一ジ順にたるように正しく折り，
一折の冊子をつくる（本稿181．F虹112参照）。次ぎにこのよう抵折り丁をぺ
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一ジ頗に次々集め（丁合い），一冊分にまとめる。これをプレスに入れ，各ぺ
一ジの聞の空気を抜くようにしっかり締めつげ冊子を落ち着かせて後，更に裁
断用プレスに移す。冊子の天を，必要なら地と小口部分も，裁断する。裁断は
今目のように切断するのではなくて，裁断飽（珊g・130－8，b）で削り取った。
裁断用プレス（㎜9・130－6）に一は鉋の案内板がある。鉋の一方の側板をこれに
はめて押して削るのである。鉋の刃には醐g．130－8の様た舌状をしたフラソ
ス型と，Fig．130－b或いはこの図のように包丁或いは円板状的ドイツ式のも
のとがある。次に裁断ずみの冊子の背に，その左右両端部分は多少長めの長さ
にマークの線を引き，そのマークの聞を通常は等分に分割してマークの線を引
く。本の厚さ，大きさによっては3或いは5分割のこともあ肌
　このような用意が為されて後，一冊の本に綴じ合わせるかがり作業に入り，
本らしい形が出現Lてくる。この作業にはかがり台（固g．131－3，b）が用い
られる。かがり台の台座前面の両端にねじが切ってある2本の柱が立ち，それ
にナットによって上下し得る横桟がかげてある。亦台座前面，横桟の直下には
細い溝穴があり，横桟には5ケ或いは6ケのひもの輸（“Lay　cords”）が通
してある。この輸に綴じ合わせ用かがり糸（普通は30番手以下の未晒しの麻糸
を用い，特に本が部厚い場合には手術縫合用絹糸を使用することがある）の一
端が特殊な結び方で結びつげられ，他端は金属板（“Meta1Key”，Fig・131イ）
に付けられ，溝穴を通りぴんと張られる。ぴんと張られたかがり糸は輸（“Lay
cords”）と金属板（“Metal　Key”）を移動させて，先に冊子の背に印したマ
ークの位置に設置する。このかがり糸は普通は一本（Single　Cords）であるが，
本が厚く重い場合は二本（Doub1e　Corde）にして用いられる。亦糸でなくテ
ープを使用することもある。かがり台によっては“Lay　cords”でなくFig－
131－b．やこの図のようにフヅクの場合もある。
　さて職人は台座面上，かがり糸に接して置いた一折の冊子の中央のぺ一ジを
左手で少し開き，冊子の背の真ん中から麻の縫い糸を通した針を右手で刺し
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Fi9，131－d・のようにかがり糸を包むようにかがって行㍍一折の冊子が終っ
たら，その上に重ねた次の一折とF…9－131－d2のように継ぎ合せてから同じ
ようた作業を次々に繰り返し一冊の本を綴じ上げるのである。綴じ上った冊子
はとじ糸による凸凹を直す為木槌で背を叩いて平らにし，再びプレスに掛けて
冊子を平らに落着かせる。落着いたところで，小口を削り揃える化粧裁ちを行
う。これに厚紙や木の板で表紙・背表紙をつくる。豪奉本の場合，これに子牛
革，羊のためし革やピロード，金欄，ダマスク織りのような革や高級布地が貼
られ，更に文字や模様の金箔飾り押し装飾が施されて製本が完成するのであ
る。
　19世紀中頃まで，このようにすべて人手で製本は行われて居り，時間がかか
り，本を高価にしていた。特に折り丁の綴つげに時問と手間がかかったのであ
る。かがりの為めの機械が発明されたのは1855年であった。因みに紙を折る機
械は1890年に発明された。
　本の発行・販売者は，各地に向げて発送する時，樽に詰めて送った。元来本
はかさぱるものである。特に製本・装丁された本は一層かさぱり且つ重く，従
ってその輸送経費は馬鹿になら杜い。そこで刷り本のまま簿に入れて発送L，
売れ行きに応じて現地で少しずつ製本し販売をした。亦客の中には未製本のま
ま購入L，自分の好みに応じて製本・装丁をして楽しむことも行われた。
　搬マ．鞄製造人
　鞄職人のJoham　Ziegmamは1722年3月13日，54歳の時入所。1740年6
月12日死去。ニュルソベルク市民である。707番目の兄弟。
　図は窓の傍のテーブルに向って立つ彼の全身像肖像画で，手には彼の製作し
たポシェットを持ち，示している。横長・小形のポシェットで，その蓋は，白
い毛皮で縁どりされたピロードの布で飾られている。細身のベルトが附けられ
ていてしゃれた優雅な製品である。足許には旅行用の頑丈恋カマポコ型の鞄が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72ユ
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置かれている。がっしりした鍵付の鞄である。
　235．仕立屋
　仕立屋のGeorg　Pau1us　Meh1hormは1722年4月13目，73歳の時入所。そ
して1724年5月17目午前一時一寸前に死去した。彼は快活で信心深い人物であ
り，ニュルソベルク市民であっむ708番層の兄弟である。
　どっしりした仕事机の上にひろげた赤色薄手の生地をラシャ鋏で裁断してい
る。布製の巻尺とマーク用のチャコの塊が見られる。亦壁にはしつけ用の糸が
束にして掛けてある。
　235v・皮なめし工
　皮なめし工のGeorg　Demme1は64歳の1722年5月11日入所。そして1731
年7月6目，73歳で死去した。ニュルソベルク市民であ私709番目の兄弟だ
つた。
　彼は皮なめし工の中でも白なめし（M－II，70▼．，商学335号，P．197；π，P，
207参照）を専門とする職人である。うぐいす色の館の外套を着用した彼が非
常に薄くしなやかになめした革を手に誇らしげに示している立像図であり，更
に彼の熾こ，なめし終えた革に光沢等を与える仕上げ用の金属球付柱台と，そ
の柱の金具に交差させて掛げてある毛ぞり刀が2本描かれている。着用してい
る外套は，ひじの辺まで大仰に折り返されている袖口と，大きな外蓋のポケッ
トを持ち，何れにも大粒の飾りポタソをつけた非常に派手なものである。
　236．銀線引き
　銀の針金製造所に働いていたJosevh　Schaidbergerは1722年10月22日，65
歳の時入所した。そして1733年10月3日，72歳で死去。710番目の兄弟である。
以前はザルヅブルグ領のDierenbergで農夫兼鉱山労働者であった。しかし
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ザルックブルクのルター派に属Lていたので，1685年，KuenburgのMaxim－
ilian　Gando1f大司教により強襯的に追放され，ザルツブルグの故郷を去った。
ニュルソベルグが亡命者を受け入れることを知り当市を訪れ，1722年10月21日
市議会の決定によって入研を本武に許可されたのである。当館の書記は彼の死
を72歳と記しているが，彼はDier㎝berg（Ha11幽の近郊）に1658年5月19
日に出生したとなっているので，死去した年齢は75歳が正しい。
　館の制服を着用した彼が傍の机に置かれた帳簿を開いて示している。どうや
ら彼の経歴を記したものらしい。机のうしろには2本の棒を直交させて貫きハ
ソドルにした太い丸柱が長々と立ててあり，それ胆縄が巻きつげてある。縄の
先端に銀線を引張る用呉が附いている。これで銀線を引張るのであろう。背後
に大きく開いてる窓からは，険しい山道を登っていく鉱山労働者の彼の姿が異
時同図で描かれている。
　236v．女子料理人　　　　　　　　　　　　　　　　　固＆132
　女子料理人のBarbara　F1nckmは1723年5月20目，43歳の時当館の料理人
に採用されて来所した。そLて1725年の聖燭祭（2月2日）まで勤めた。彼女
はKa1chreuthのバソ屋Tho血as　Finckinの妹である。
　白い長袖のシャツにジャンパースカートを着げ，二重に前掛をしている。首
には犬きな白いプフラーをホーター・ネックライソに巻き，リボソのついたレ
ースの髪覆をした姿である。今，大皿にローストした鳥のもも肉を沢山並べて
配んでいる。彼女のうしろには炎が燃え上っている平炉があり，スープを温め
ている柄付の壷が置かれ，その周りに沢山のスープ皿が並べられているのが見
える。台処の両側の壁の棚には，陶製の壷，兄弟達の個人用ジョヅキ，そして
真鑑製の粉砕器，燭台が整然と並んでいる。壁面には？るのついた銅製の深鍋，
壷，チーズおろし器，鎌格予稗魚焼き台，そして両手つき銅製平底浅鍋が吊し
てある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　723
218 早稲田商学第343号
　　Fig．132女子料理人
（Amb．317I〕。2o，Bd　II＿3，236∀．）
　両手つき平底浅鍋がメソデル家本の図中に初めて現われたのは本稿2237．
（1714年）で，本図（耐＆132）は2度目である。この鍋の出現は新Lい型の
調理容器の出現であった。そして“平炉からか童ど”へ，ヨーロッパの台所の
調理カロ熱方式の変革をもたらすものだった。従来の深鍋は，炎が燃えひろがり
荒々しく勝手に振舞う平炉での調理に適していた。しかし受熱面積の殆んどが
炉面に接してしまう浅鍋には不適であった。炎を底面に集中させ，不要部分を
熱することなく，効率的た，清潔・安全た調理を可能にし，更に加熱を自由に
制御出来るような新Lい加熱方式を必要とした。この要求を満たす発明がかま
どである。
　ところでこの変革で，浅鍋の出現が先であったか，かまどが先であったかよ
く分らない。浅鍋の最初の出現から略10年経た本図（㎜g・132）に見るように，
加熱方式が依然とLて平炉であることから捷して，少くともニュルンベルクで
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は浅鍋が先であったように思える。では，かまどが出現するまでの遇渡期，浅
鍋はどのように使用されていたのだろうか？　五徳のような枠台を用いていた
と思われる。図中では魚焼き用鉄格子枠が五徳を兼用していたのだろう。（M－
II，110、，商学337号，P．271，Fig－87参照）
　237．櫛屋
　櫛作りのGeorg　Adam　Degelmamはτ724年1月3日，74歳の時入所。
1727年2月9目，77歳で死去。ニュルソベルク市民であった。711番目の兄弟
である。
　象牙製，目の細かい大型の両刃の櫛を手にして仕事部屋の中央に立ってい
る。作業机には出来上った目の粗いかまぽこ形の大きな櫛が何枚も重ねるよう
並べてある。壁面には櫛目挽き用の弓形枠鋸と挽き切った櫛刃の鋸肩を払う片
手柄の大きなブラシが掛けてある。
　237▼．桶屋
　桶屋のBenedict　Fr直baは1724年5月24日，75歳の時入所。1727年5月18
目，78歳で死去。ニュルソベルク市民であった。712番目の市民である。
　館の制服に皮の前掛けを締め，細身のベルトを斜に粋にかけている。このペ
ルトにはナイフかキリか細工用具が吊りさげてある。彼は今作業台上の手桶に
小刀で小孔をえぐりあけている。手桶の側に桶板の合わせ削り角度を規める定
規板がころがっている。壁面に沿って，榑が1本，長柄のひLやく橘が2本置
いてある。彼はSchwartz　B亡伽erと呼ぱれる橘作りである。
　238．ベルト・バヅクル製造人
　ベルトのバックル作りのCo皿ad　OchB1einは1724年12月30日，68歳の時入
所。1738年10月11目，82歳で死去Lた。ニュルソベルク市民であった。713番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？25
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目の兄弟である。
　頑丈そうたテーブルの上に自作の金色或いは白銀に輝く種々な形や形式のバ
ックルが並べてある。その傍で彼が白銀色のバックルの白いベルトを手にして
立っている。
　238Y．女子料理人
　Kirchensittenbachの貴族で，俊秀なGustav　Georg　Tetze1殿が当rメソ
デルユ2人兄弟館」の理事著であった時機の1725年1月30目，Maria　DOrschin
は女子料理人に採用された。彼女は錫鋳物や金属容器の鋳物の鋳造織人Jo－
hann　Dorschinの未亡人である。
　白いマフラーで肩を覆い，白いレースの縁飾りのある黒糸で編んだ深いキャ
ップをかぶり，ひじまでの袖のじみな服をぴっちりと着用している。摘口には
レース飾りがLてある。今錫mこナイフの切り目を入れたコヅペバソを載せ食
卓に配んでいるところである。
　大きな聡明そうな眼差しの，しっかりした顔付の美しい人で，首に巻いた小
粒のサソゴのネックレスが彼女の色白さを一際きわだてている。
　刎0、財団理婁老
Behamt㎝内陸部のAltentham及びWeyerhausの領主であるLeon－
hard殴は1725年2月26日，ニュルソベルク市当局及びメソデル館付属の神学
学校長から推挙されて「メソデル家12人兄弟館」の理婁者に就任した。しかし
同年3月6日逝去された。1670年7月27日の生れであった。
　豪華な銀髪のカツラをかぶり，二重にたっている美事な大きなラフ飾り衿を
つけた優雅た顔付の上半身の油彩肖像画である。テソの毛皮の総裏ガウソを羽
織り，金鎖を掛けている。肖像画の上都には彼の紋章と夫人Ama　Maria，旧
姓NeunhofのE1ser（1678年生れ，1743年没）の紋章が画かれている。
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　241．帳簿係，管理人
　帳簿附げのJoham　Adam　Mercke1は1725年1月19員，館の管理人として
来所した。そして1727年までその任に当った。誠実で温和なニユルソベルク市
民であった。1727年11月11日死去する。
　銀髪のカツラをかぶり，館の制服の長衣を着用している。右手首に管理人の
シソポルである鍵束をかげ，机上のノートを開き指し示している。その部分に
彼の履歴が記されているのである。ノートの傍のインク壷に入った羽根ペソの
自さがきわだっている彼の半身肖像画である。
　この図以降どの図も半身肖像画となってしまい，せいぜいその職種を示す為
に用具の一部を画く程度で手工業職人のいきいきした動態は見られなくなっ
た。技術史資料としては弱体と在り大変残念な限りである。
　2417．帽子屋
　帽子作りのJobst　Chr1stoph　Haackは1725年3月1目，63歳の時入所。大
変善良なニュルソベルク市民であった。1729年3月1目死去。714番目の兄弟
である。
　ブロンドのカツラを着用。テーブルに置いた帽子製作用の紺色のラシャ生地
をひろげている半身の肖像画である。
　242。　カバー・ケース作り
覆い箱作りのGeorg　W雌erは1727年1月28日，65歳の時入所。1730年6
月4目，おできが出来急に大変底痛みに襲われ，苦しみの中死去した。ニュル
ソベルク市民である。715番冒の兄弟。
　机上に置いた自作の本のケースらしいものを指さしている半身像である。
24加．商人
フ2？
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　商人のGeorg　Behei皿は1727年3月6目，66歳の時入所。1732年10月22目
死去。716番目の兄弟である。
　銀髪のカツヲ，館の制服姿の彼が蟻で封印して小さくたたんであった取引上
の手紙を開いて示している。大きな眼，筋の通った鼻，ぎゅっと結んだ唇，日
焼げした顔，如何にもベテラソた風貌である。
　243．フスティアソ織兼麻布織エ
　フスティアソ及び麻布の織工であるChristian　Ablingerは1723年の聖霊降
臨祭の日に入所。63歳の時である。そして1729年12月2日死去しれ温和な敬
度な信老であり，717番目の兄弟。
　机上に置いた自製の小幅のフスティアソ織を示している。この織物は赤と紺
の縦縞柄である。画面右隅上に赤と黄，青の三色の糸を具えた秤を三本，十字
架を中心にして三角形に組み合せ，その周りを月桂樹の葉で囲んだワッペソが
描かれている。
　フスティアソ織は，シェワーベソ地方で栽培された亜麻と北アフリカやエジ
プトから輸入される木綿との交織布で裏がけぱ立ててある。1320年代シュワー
ベソ地方で盛んに製造された。価格が安く，貧しい人々に好んで用いられた。
243Y．帳簿係，管理人
　由緒正しき高貴な殿，B雌enbergのEschenbach出身のHieronymus
Wi1helm　Ebner殿のところからやって来た帳簿係のP地1ipP　Jacob　Mayer
は，功績豊かたCob1Conr殿がrメソデノレ家12人兄弟館」の理事者であられ
た1728年の1月3日，49歳の時に来所した。そして1743年1月16帥こ死去する
まで館の管理人を勤めた。ニュルソベノレク市民である。
　詰め衿で長袖の白いシャツ，手首のところもきちっと詰めてある。そして館
の制服の長衣を着ている。銀髪のカツラを着け浩然とLた姿で書写台に手をつ
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いた肖像画である。手には禿びた驚ペソを持っている。
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　244。駆者
　地方領主の駆者であつたFneder1ch　Mu1lerは1728年8月29目，64歳の時
入所。718番目の兄弟。
　白いマフラーを結び，飾りボタソが沢山着いている真赤な長衣を着て，これ
亦裏地が赤い館のガウンを重ねている半身肖像画である。彼はかつて，すっか
り焼け出された経験のある不運な人である。今燃えさかり，炎を上げて崩れ落
ちんぱかりの家の玄関から馬車淋必死になら一て逃げ出している。そして夢中で
駆している彼の姿が異時同図で掩かれている。
　2独7．浴場主　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．133
　Somenbadという名の浴場の主人であったAdam　Liedererは1729年3月
12日，57歳の時入所。1738年9月24日死去した。719番目の兄弟である。
　彼も亦かつて火災に遭い不運にも焼げ出された人物である。手に潟血用のナ
イフを持って，立っている彼の背後の窓から，柱を赤く塗った木骨構造のしゃ
れた浴場家屋が黒煙を上げて燃え上っているのが見られる。犬きな炎がいたる
ところの窓から噴き出している。悲痛危顔付でその光景を指さしている半身肖
像画である。
　理5・慈善財団の管理人
　慈善財団の管理人であり亦聖Peter寺院及び聖Pau1寺院の重病人収容小
屋の監督老でもあったJohann　Georg　Ze1tnerは1730年1月14日，52歳の時
入所，1730年8月16日死去した。温和な誠実汰ニュルソベルク市民であった。
720番目の兄弟である。
　銀髪のカツラを着け館の制服を着用し，右手に白ワインの入ったワイングラ
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　　　Fig．133浴場主
（A口1b．317b．2o，Bd　II＿3，244▼．）
スを，左手にナプキンを持った管理人姿の半身肖像函である。
　245∀．左官屋職人
　壁塗装工でもあり果樹園の作業負でもあったPaulus　Sc㎞idは1730年，65
歳時入所。1742年12月28日死去した。721番目の兄弟である。
　図は薄くぽやけていて，亦書記の記録も判読が困難である。白いマフラを締
め館の割服を着用L，革の前掛けをして，塗装用刷毛を手にした半身肖像画で
ある。
2蝸．真鎌鋳物師
真鏡鋳物師のA口drea　Stump倣は1730年9月2日，63歳の時入所。1742年
1月18日死去した。ニュルンベルク市民であった。722番目の兄弟。
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　自分で鋳込んだ真録製の飲み口を手にした半身像である。銀髪のカツラをL
ている。画面右上隅に彼のイニシャルを記した小さい赤いハート形の板カミ描か
れている。
　246v一釘製造人
　釘作りのMichae1Rugerは工731年7月28冒入所した。しかし他の所員と交
わろうとせず一人ぽっちの生活を続げ，1732年3月14目，自分から出所を願い
出て退所するにいたった。釘頭の形の異なる3本の釘を組合せた立派なワッペ
ソを持った半身肖像画である。一寸するどい落ちつきのない目付の顔をLてい
る。
　247。金銀細工手榑い
　金銀細工の手榑い工のJohann　Leonhard　Ei81erは1732年3月14目，60歳
の時入所。温和で敬度なニュルンベルク市民であった。1733年5月2目死去。
724番目の兄弟である。
　銀製の豪撃な皿を手にした半身肖像画である。彼の頭髪は銀髪であるが，こ
れはカツラで’はな㌧・o
　2477一警記
書記のJO1㎜nWO1伍9a㎎Vog1erは1732年12月9日，54歳の時入所。1747
年11月23目死去。725番目の兄弟である。
　片手に鴛ペソを持ち，片手を赤いテーブルクロスを掛げた机の書写台のそば
に置き，いささか腰をひねった気取ったポーズの半身肖像画である。銀髪のカ
ツラを被り，チョビひげをつげている。
2姻．小売商人
731
226　　　　　　　　　　　　早稲田商学第3嶋号
小売商人のSixt　Schusterbauerは1733年5月22目，55歳の時入所。1742年
5月ユO日死去。ニュルソベルク市民である。726番目の兄弟。
禿げ上った豊かな顔付で堂々とした体格をしている姿の半身像である。
貴重た薬液か或いは香料液が入っているガラス角びんと，その液を量り分げ
る為の銀製の小さいピッチが載せてある机が彼の傍にある。
　249、，2497．画家
　肖燦画を得意とする画家のJohamLeonhardCra㎜erセま1733年7月6日，
74歳の時入所。1741年5月14目死去。727番目の兄弟である。
　銀髪のカツラを被り，白いタイを蝶結びにし，細かい飾りボタソを沢山つけ
た衿なしの赤褐色上衣を着用している。その上にガウソを羽織っている半身肖
像画である。あごの大きな気むづかしい顔をしている。彼の肩ごしにカソバス
を掛げた画架が見える。
　250．印刷工
　印刷工のPaulus　Nicolaus　MO11erは1733年10月7目，60歳の時入所。1741
年10月5目，街遣の浅瀬を渡っていて死去した。ニュルソベルク市民。728番
目の兄弟である。
　すっかり禿げ上ってし童った頭，堂々としたそれでいて柔和な顔付の人物で
ある。印刷した紙片を手に座している半身像である。画面右上隅には，金色に
輝く怪鳥の刻像と黒い怪鳥を描いた黄金の板を組合せた豪牽なワッペソが見ら
れる竈
　25伽．駆老
　駆者のTobis　Gabriel　Beerschmidは1737年4月18日，67歳の時入所。
1747年4月17日死去。ニュルンベルク市民。729番目の兄弟である。
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　白いマフラーをネクタイのように首に結び，細身の長い鞭を持った好々爺の
半身肖像画である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1990．8．20）
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